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We report the synthesis and structures of heteroleptic copper(I) complexes with 

[1]benzothieno[3,2-b][1]benzothiophene-pyridyl ligands (BTBT-py). Target complexes were 

obtained by ligand exchange reactions of [Cu2I2(3-picoline)2(triphenylphosphine)2] with BTBT-py. 

Single-crystals X-ray structure analysis confirmed a dinuclear structure containing a Cu2I2 metal-

halide core, two BTBT ligands, and two phosphine ligands. In the crystal, chloroform molecules 

were trapped in one-dimensional channels surrounded by ligand moieties. 
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分子性有機半導体のベンゾチエノベンゾチオフェン(BTBT)は、高い正孔移動度と大

気安定性を有しており、機能性金属錯体の配位子にも導入されている。現在まで、BTBT

誘導体を配位子とした配位高分子 1)や金属錯体の自己組織化単分子膜 2)が報告されて
いる。本研究では、高い発光量子収率を示す銅(I)錯体に BTBT 誘導体を配位子として
導入することで、発光特性と導電性を両立させた多重機能性錯体を開発することを目
的とした。具体的には、トリフェニルホスフィン(tpp)と 2 位にピリジル基を有する
BTBT 誘導体 BTBT-py を配位子として持つ新規菱形銅(I)二核錯体 1(図 1a)の合成を行
った。 

前駆体[Cu2I2(3-picoline)2(tpp)2]と BTBT-pyの配位子交換反応により、目的のヘテロレ
プティック錯体 1 を得た。ペレットの導電性は、7.6 × 10-6 S cm-1であり、BTBT-3py

と同じオーダーであった。単結晶 X線構造解析で、Cu•••Cu間距離は 2.690 Åであり(図
1b)、分子間での tpp と BTBT 部位のパッキングにより、類似の骨格構造を有する銅錯
体の Cu•••Cu間距離 (2.871~3.292 Å)3)よりも短くなっていた。また a軸方向に一次元チ
ャネルが見られ、錯体 1分子に対しクロロホルム 1分子を包摂していた(図 1c)。今後、
チャネル内への溶媒の吸脱着に応答した電気伝導性の改変が期待できる。 

図 1. (a) 錯体 1の化学構造. (b) 錯体 1の結晶構造と(c) パッキング図. 
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